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仙
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仙
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茂
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光
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茶
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仰
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上
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介
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叔
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潔
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光
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又
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叫
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狼
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蜜
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叔
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ら
れ
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〇
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叛
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蛸
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榎
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叱
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篤
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縄
釈
放
J,,
し
て

殆
水
繁

雑
豊

…皿仙
七
千
飴
結
団

(
t<;
､
関
的
支
川
詮
は
蚤
千
絵
=.1
園

地
方
分
抑
納
付
金
川
千
拭
倒
)
6
1扱
罪
tji.
試
骨
の
協
公
か
総
て
埜
止

し
榔
次
北
嶺
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隈
ー
田
川
り
神

川

の
如
き
は
エ
幾
竺

7分
の

1
の
補

助
れ
粗
描
よ
り
粥

へ
且
Tlq尋

栄
一仲
取
際
し
て
居
る
の
で
み
ろ
｡
こ
の
方
各

河
川
改
良
淡
ご
い
び
火
式

亭

二
年
戊
ま
で
の
臓
鞘
兜
1J
L
敵
性
罪
五
千

飴
沸
岨
‥内
､
閥
鮮
魚
櫓
二
千
六
甘
鉄
筋
脚
)ね
計
上
L
L
lO

以
上
の
女

節
で
あ
る
か
ら
現
祝
の
治
水
壁
托
指
水
事
業
甥
TJ
河
川
改
良

班

?J
竺

1柿
わ
つ
て
､
前
肴
は
河
川
也
に
よ
=
団
に
於
て
艦
頼
施
行
す
ろ

軒

先
の
批
用
で
､
後
磯
は
本
雑
府
煽
り
施
行
に
屈
す
ろ
細
水
雑
業
に
封
し

開
畑
よ
り
酬
助
で
ろ
エ
軍
の
盤
用
で
み
ろ
｡

攻
に
ま
Lj
ろ
河

川
の
改
修
状
況
寸
義

ハ
り
放
免
1)
み
曝
首
す
る
}J

7
.
減
川

托
琶
湖
枇
口
以
下
的

f
駁
､
伏
見
以
下
侭
に
rhJiTる
約
十
二
馳
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1改
修
に
よ
っ
て
､
独
り
水
舵
三
凡
低
下
し
ー
鞍
関
節
汲
舶
蟻
の
拭
め
絹

郷
に
批
堰
及
糊
門
も
設
け
た
､
之
_こ
よ
っ
て
約
三
坤
に
1
回
旭
つ
ii糊
･Li

六千
町
非
の
擢
水
か
除
FT,ー
叉
約
十
坤
に

叫
阿
過
つ
i1
轡
坪
山
鵜
二
千
町

非
の
火
水
謀
れ.
小
畑
鞘
織
成
に
止
め
絡
i1
｡

双和
船
LTi
で
は
芋
相
川
の
流

路
九.
泣
町
り
背
後
に
移
し
桃
川
TJ
り
合

的
軸
か
引
.ti
げ
縫
光
正
柁
池
に
氾

混
ぜ
し
跳
水
か
遭
期
し
同
地
の
E..=:仙水
は
別

に
水
路
み
設
け

本
川
に
排
出

せ
し
め
il
i1
め
同
地
約
洋
三
千
町
妨
げ
年

完々
全
叱
ろ
収
披
私
終
る
こ
寸3

1..な
つ
i1｡
妃
に
下
.%
大
阪
府
tL
tこ
於
て
_‡
新
淀
川
の
･新
設
及
屯
膳
の
洞

門
及
批
喋
り
誰
紀
に
よ
る
安
泊
川
の
水
虫
関
節
ビ
貼
漕
叫
利
寸｣
に
よ
っ
て

大
阪
市
に
英
大
和
利
払
7..安
全
1J
和
典
へ
i1
の
で
み
ろ
O

二
､
水
J･F.川

水
町
本
流
ビ
長
良
揖
鍾
望

二
川
分
流
工
事
11こ
よ
り
三
鵜
二

千
町
沙
11
破
呪
い
朕
か
免
れ
治
水
の
俳
枕
は
良
好
}J
な
つ
た
た
め
年
々
そ

の
;m
q
蝕
み
見
ろ
こ
TJ
ミ
な
っ
た
｡

三
､
信
濃
川

大

判
砕
分
水
工
寄
完
成
･J
､
大
.=
砕
､
寺
泊
榊
二
嬰

｢十

町の
新
北
野

t

-よ
っ
て
洪
水
わ
日
本
梅

に
は
似
せ
し
め
､
大
河
陣
以
下
の

本
川
に
非
分
流
刑
に
批
枢
及
刑
門
松
散
り
tJ
水
札灼
り
閉
脚
及
机
通
り
仮
払

保
L
ぜ
ろ
=
,rJ
寸JL
iL病
め
基
の
粁
搾
･?
八
苗
町
少
な
跳
水
TJ
m
心水
排
慌

購
よ
:
蚊
ひ
､
聖

二
四
十
鵜
石
の
g･･i･.収
t,･な
る
べ
-
､
妃
-
河
口
の
改
良

完
成
せ
ば
相

継
新
潟
沌
り
街
括
亡
な
る
で
あ
る
｡

凹
､
江
川

河
日
よ
り
約
二
雄
牛
の
改
修
､
殊
に
河
口
が
伏
木
描
に
挫
い

て
店
つ
i1
の
か
北
ハの
東
方
に
移
し
i1
摘
め
､
旅
客
を
除
-
tJ
北
ハに
伏
木
描

か
良
砧
エ
は
す
tLJ至
つ
L
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､
井
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川
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北

川
り
改
隊
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っ
て
､
納
=.ft
り
水
審
み
除

でゝ
J

錬
.1こ東
山=i
iE
が
今
後
水
耕
の
脅
威
ん
罷
る
=
TJ
ミ
な
つ
il
L
､
薄
現
川
の

･;

托

階

fl:

本
支
流
に
施
し
小
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ホ
エ
邸
に
ょ
つ
て
､
泊
搾
り
朝
地
及
五
十
飴
の
炭
坑

を
水
鞘
よ
り
救
っ
た
し
ー
九
頚
髄
川
を
抑
非
市
附
姓
よ
り
放
下
に
地
ぜ
為

政
位
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よ
っ
て
桁
非
蟻
下
立
rStL部
年
々
の
悼
辞
6
1跡
わ
紹
つ
に
至
っ
た
如

き
は
そ
り
ifj豆

も
の
､
其
の
他
近
-
竣
功
せ
ん
1Jす
る
も
の
も
多
い
が
今

は
之
か
略
7
ろ
｡
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西
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知
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